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研究の目的  

堆肥の投入による化学肥料節減栽培を続けてきた生産者から，これまでの土づくりの効

果を診断して欲しいとの要望が増えてきました。これに応えるため，農業・園芸総合研究

所では，土壌中の有機物の分解者である微生物の量（土壌微生物バイオマス）を測定する

ことに着目しました。一般的に，土壌バイオマスを測定するには高価な分析機器が必要と

されていましたが，近年，携帯性に優れた小型ルミノメーターが商品化され，土壌微生物

量と正の相関があるＡＴＰ（アデノシン三リン酸  －  「生体のエネルギーの通貨」と呼ば

れる物質）の量を安価かつ簡易に測定できるようになりました。そこで，この方法を利用

して土壌微生物バイオマスを調査し，土作りの効果の検証などに応用しています。  

研究成果  
 

ＡＴＰ測定の手順 
 
 

 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 
 

 

       

 

実際の測定による数値の比較  

普及の見込  

土壌消毒の効果や，堆肥を利用した土作りの効果，農地の地力回復等について，土壌微

生物量のモニタリング調査に利用しています。  

土壌微生物バイオマスの指標としてのＡＴＰ測定  
小型ルミノメーターを用いたＡＴＰの簡易測定  
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測定に使用する小型

ルミノメーターと，  

専用の測定チューブ  
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堆肥の施用や季節の違いによるＡＴＰ量の違い  
 

堆肥を入れている区の方が，化学肥料のみの区に比べて  

ＡＴＰ量が多い→微生物の量が豊富であることがわかる。  

土壌消毒前後のＡＴＰ量の変化  
 

土壌消毒により，微生物量が減少して

いることが，ＡＴＰ量の調査でわかる。 
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